
型式 SL1T SL1T-X

このたびは当社商品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。��

取扱説明書は、ご使用前に必ず最後までお読みください。���

お読みになった後も、いつでも取り出せる場所に保管してください。

このミシンを他の人に譲渡した場合は取扱説明書も渡してください。��

　

【お問い合わせ先】

【修理・不具合に関するお問い合わせ先】
お客様相談室

0120-24-8640（フリーダイヤル）
受付時間：8:30～17:30
（土日・年末年始・ゴールデンウィーク・夏季休暇は除く）

【お問い合わせ時のお願い事項】
お電話での故障診断及び操作確認により、解決する場合が※※
ございますので、お手数ですが、お電話口にミシンと取扱
説明書をご用意いただき、ご連絡いただきますようお願い
致します。
ミシン背面に貼付記載されている「型式」「機種名」をご※※
確認の上お問い合わせください。

型　式　○○○○○
機種名　○○○○○

【部品購入に関するお問い合わせ先】
Ｌ＆Ｅサービス物流センター

電話 0566-91-3419
受付時間：9:00～18:00

（土日・年末年始・ゴールデンウィーク・夏季休暇は除く）

取扱説明書



2

安全上のご注意（ご使用になる前に必ずお読みください）

お使いいただく人や他の人への危害や損害を未然に防止するため、お守りいただくことを次
のような方法で説明しています。
誤った取扱いをしたときに生じる危害や損害を「  警告」と「  注意」に区分し、お守り
いただく内容を絵表示を使用し説明していますので、必ずお守りください。

「  警告」「  注意」の意味

警告
誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

注意
誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害
の発生が想定される内容を示しています。

「絵表示」の意味

触れる行為の禁止を表しています。

してはいけない行為を表しています。

必ずおこなっていただくことを表しています。

電源プラグをコンセントから抜くことを表しています。

警告
交流100Vで使用してください。

感電・火災の原因になります。

ミシンの使用後、ミシンから離れるとき、停電したときは、 
電源スイッチを「OFF 」にし、電源プラグをコンセントから 
抜いてください。

感電・火災・ケガの原因になります。
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注意
ベッドカバー・フロントカ
バーは閉じて使用してくだ
さい。

ケガの原因になります。

針交換や糸の準備時は電源ス
イッチを「OFF」にしてくだ
さい。

ケガの原因になります。

ミシンを操作中は、針から目
を離さないようにしてくださ
い。

もし針が折れたときケガをする原
因になります。

針・上メス・はずみ車など動
いている部分に触れないでく
ださい。

ケガの原因になります。

お子様が使用するときは保護
者の指導のもとに使用してく
ださい。

ケガの原因になります。

電源コード・フットコント
ローラーコードを加工した
り、無理に曲げたり、引張
ったり、ねじったりしない
でください。

感電・火災の原因になります。

小さなお子様の近くで使用し
ないでください。

針などに触れてケガをする原因に
なります。

次のような行為をしないでく
ださい。ケガの原因になりま
す。

押えを下げずに縫う��
針の取り付けがまちがっている��
曲がった針を使用する��
布を無理に引張って縫う��

ミシンを使用する前に押え止
めネジ、針止めネジ、針板止
めネジがしっかり締まってい
ることを確認してください。

ケガの原因になります。
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各部のなまえ1	
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押え上げレバー
（P8参照）

押え圧調節ネジ
（P8参照）

糸調子ダイヤル
（P8参照）

差動送り調節�
ダイヤル

はずみ車
（P7参照）

フロントカバー
（P9参照）

切り幅調節ダイヤル
（P10参照）

縫い目ピッチ調節
レバー（P11参照）

ベッドカバー
（P9参照）

糸立て棒 ハンドル

糸掛け棒

天びん

上メス

電源スイッチ

ターミナルボックス

ランプ

糸コーン受け

糸立て台

警告表示ラベル

 注意

けがをする恐れがあります。
糸通し、掃除、調節するときは電源��
スイッチを切る。

使用時はカバー類を閉じる。��

上ルーパー

※押えホルダー

押え止めネジ

押え

下ルーパー
針板 ※ぜっぺんレバー

※SL1T-Xのみ

針

針棒糸掛け

針止めネジ

針板 
止めネジ
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下ルーパー糸が布地の表側に巻き
込まれる場合

下ルーパー糸調子（ダイヤル 4）の数字
を大きくするか、上ルーパー糸調子（ダイ
ヤル 3）の数字を小さくします。

1
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9

1
0

9

1
0

9

1
0

9

左の針糸がゆるい場合

左針糸調子（ダイヤル 1）の数字を大きく
するか上ルーパー糸調子（ダイヤル 3、4）
の数字を小さくします。

1
0

9

1
0

9

1
0

9

1
0

9

右の針糸がゆるい場合

右針糸調子（ダイヤル 2）の数字を大き
くします。

上ルーパー糸

上ルーパー糸

上ルーパー糸

裏

裏

裏

表

表

表

強める

強める

強める

右針糸

右針糸

右針糸

左針糸

左針糸

左針糸

弱める

弱める 弱める

下ルーパー糸

下ルーパー糸

下ルーパー糸
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カーブ縫い
内側カーブ縫いのときは、右手で布をガ1.	
イドし、左手で布を右に寄せるようして
縫います。（図1）

外側カーブ縫いのときは、右手、左手共2.	
に外側に開くようにして縫います。 
（図2）

テープ縫い
ニット地のように伸びやすい布を縫うとき、
縫い目を補強、又は安定させるため、テープ
縫いをします。

テープを押えの穴に通してから下に入れ、1.	
テープの中心が右の針にくるようにして縫
いこみます。（図1）
テープは、幅3㎜のものを使用ください。2.	

図1

図1

図2
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差動送り
差動送りとは、主送り歯（縫い目ピッチ調節レバ
ーの目盛）に対し、差動送り歯の布送り量を変え
ることで布地を伸ばしたり、縮めたりしながら縫
うことができます。

たとえば、縫い目ピッチ調節レバーの目盛を「3」
（約3㎜）差動送り調節ダイヤル目盛「2」にした
場合、差動送り歯は約6㎜布地を送ります。
また、差動送り調節ダイヤル目盛「N」（1）にし
た場合、差動送り歯は約3㎜布地を送ります。

差動送りの調節

差動送り調節ダイヤルを回し、マークに目盛を合
わせます。

1
0

9

1
0

9

1
0

9

1
0

9

差動送りダイヤル目盛の目安

布地の種類 差動送り  Nで縫った場合 差動送りダイヤル
差動送りダイヤルを

合わせて縫った場合

伸びやすい布

ニット

ジャージ

メリヤス

N～2

（ ～  ）

[ 布を縮めなが

ら縫います ]

普通布
コットン

ウール

N

（  ）

縮みやすい布

ジョーゼット

裏地

綿ローン

0.7～N

（ ～  ）

[ 布を伸ばしな

がら縫います ]
使用する布の切れはしで、試し縫いをして調節してください。＊＊

差動送り 
調節ダイヤル

差動送り歯

合わせマーク

主送り歯
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3本糸縁かがり縫い

	針を取りかえるときは、電源スイッチを「OFF」にしてください。ケガの原因に
なります。
	針止めネジがしっかり締まっていることを確認してください。ケガの原因にな
ります。

このミシンは、2本針4本糸の縁かがり縫い
ミシンですが（図1）、針をどちらか1本外
すことにより、3本糸縁かがり縫いができま
す。

0

9
8

7

0

9
8

7

左針3本糸縁かがり縫い（図2）

右針止めネジをゆるめ右針のみ取り外し1.	
ます。
左針糸調子2.	 1を使います。

かがり幅は、4本糸縫いと同じ4～6 ㎜で＊＊
す。

0

9
8

7

0

9
8

7

右針3本縁かがり縫い（図3）

左針止めネジをゆるめ左針のみ取り外し1.	
ます。
右針糸調子2.	 2を使います。

かがり幅は、左針より2 ㎜せまく、 ＊＊
2～4 ㎜になります。

0

9
8

7

0

9
8

7

図1

図2

図3

右針止めネジ

左針止めネジ

左針

右針
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2本糸縁かがり縫い                                           SL１TーXのみ

	かぎルーパーを上ルーパーに取り付けたり、外したりする時は、電源スイッチを
「切」にして下さい。ケガの原因になります。

このミシンは、２本針4本糸の縁かがり
縫いミシンですが針を1本（右針または左
針）と下ルーパー糸を用いて縫います。

使わない方の針と針糸、及び上ルーパー糸
は取り除きます。

フロントカバーを開きます。1.	
かぎルーパー2.	 1を手で持ち、上ルーパー
3の穴にかぎルーパーの爪2をさしこみ
ます。
フロントカバーを閉じます。 3.	
※かがり幅は「5.5」とします 
※差動送りは「N」にします

３本糸縁かがり縫い・４本糸縁かがり縫い
に変更する場合は、かぎルーパーの爪を上
ルーパーの穴から外し、かぎルーパーをも
との位置に戻します。
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巻き縫い

	針板・押えを取りかえるときは、電源スイッチを「OFF」にしてください。 
ケガの原因になります。

(2)(1)

巻き縫いは、薄い布を巻き込みながら縁か
がりします。

巻き縫いのセットのしかた

□SL1T-Xの場合
針は右針を使用します。1.	
「ぜっぺんレバー」を手前に引き、ぜっ2.	
ぺんを図3の位置にします。

□SL1Tの場合
針は右針を使用します。1.	
針板と押えは「B」の印が付いている巻2.	
き縫い用に交換します。（図4）

図1

図3

図2

図4

巻き縫い

約
1.
5m
m

下ルーパー糸4の糸調子を強くして、巻き
込んだ布をさらに糸で巻くようにして縁か
がりします。

布を巻き込みながら縁かがりをします。
糸調子の調節は、縁かがり縫いと同じです。

細ロック縫い

上ルーパー糸

右針糸
約2mm

右針

ぜっぺんレバー
ぜっぺん

右針

B印の押えと
針板を使用

※SL1Tのみ
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針板と押えの取りかえかた 
（SL1Tのみ）

上メスを解除します。（P9参照）1.	
はずみ車を手前に回し、針を一番上に上2.	
げます。
押えを上げます。3.	
2本の針板止めネジを付属のドライバー（大）4.	
で取り外し、巻き縫い用針板「B」に取りかえ
ます。（図5）
押え止めネジをゆるめ、巻き縫い用押え5.	
に取りかえます。（図6）

（イ）	押えを取り付けるときは、押え止め
ネジを止まるまで指で軽く回しま
す。

（ロ）	押えを下げます。
（ハ）	押え止めネジをドライバーでしっか

り締めます。

巻き縫いの目安

巻き縫い 細ロック縫い

切り幅（図7） 5～6㎜ 5～6㎜

縫い目ピッチ（図7） 1～1.5㎜ 1～1.5㎜

差動送り N N

糸 

調 

子

右針 2 1～4 1～4

上ルーパー 3 1～4 2～4

(図8) 下ルーパー 4 5～8 2～4

布と糸の種類により異なりますので試し＊＊
縫いをして、調節してください。

ゆるめる

針板止めネジ

図5

図6

図7

図8

押えのU溝とネジにスキマがないようにとり
つけます

押え止めネジ

締める

※SL1Tのみ

（SL1T） （SL1T-X）

切り幅 縫い目ピッチ
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ミシンのお手入れ7	

	ミシンのお手入れをするときは、電源スイッチを「OFF」にし、電源プラグを抜
いてください。ケガの原因になります。
	ミシンのお手入れををするときはメスの刃部に指を触れないでください。ケガの
原因になります。

ミシンをいつまでも調子よくお使いいただくために、お手入れを月1～2回おこなってく＊＊
ださい。
本体が汚れたときは柔らかい布で、からぶきしてください。＊＊

住宅用洗剤、漂白剤、ベンジン、シンナー、化学ぞうきんを使用しないでください。
変色したり、割れの原因になります。

送り歯とカバー内部のお手入れ
針をいちばん上がったところで止め、付1.	
属のドライバーで、針・押え・針板を外
します。（図1）

送り歯やメスについた糸クズやホコリを2.	
取りのぞきます。（図2）

5

2
3
4

1

5
4

6

0
9

8

7

0
9

8

7

カバー内部は、ベッドカバー・フロント3.	
カバーを開き糸クズやホコリを取りのぞ
きます。（図3）

掃除機を使用すると便利です。＊＊

図1

図2

図3
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フロントカバー
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注油のしかた
矢印のところに1～2滴注油します。 1.	
（図4）

油は＊＊ ミシン油を使用してください。
注油が多すぎますと、糸や布が汚れたり＊＊
しますのでごく少量にとどめてくださ
い。
注油後は安心して使っていただくために＊＊
汚れてもよい布で必ず試し縫いをしてく
ださい。

メスの取りかえかた
布の切れ味が悪くなったときは、下メス1.	
を取りかえます。

下メスの取りかえかた（図5）2.	

必ず電源スイッチを「OFF」にしてくだ＊＊
さい。

下メス押え締めネジをゆるめ下メス(1)	
を取り外します。
下メス上面が、針板上面と一致した(2)	
位置に、下メスを取り付けます。

下メスを取りかえても、切れ味が悪い場3.	
合は上メスの交換が必要です。

下メスの買い替え及び、上メスの交換対応についてはトヨタミシン取扱い店
または表紙の【お問い合わせ先】へご連絡ください。

図4

図5

針棒

上ルーパー軸

下メス押え締めネジ

ゆるめる

一致

下メス

針板上面

下メス押え
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ランプの取りかえかた8	

	ランプを取りかえるときは、電源スイッチを「OFF」にし、電源プラグを抜き、
ランプの熱がさめてから行なってください。やけどや感電の原因となります。

ネジをお手持ちのドライバーでゆるめ面1.	
板を取り外します。（図1）

ランプは左方向に回して外します。 2.	
新しいランプを右方向に回しながら、ね
じ込みます。（図2）

ランプは、白熱ランプ110V15Wの口＊＊
金E12と指定の上、お近くの購入店又
は電気店でお買い求めください。
取り外した面板は必ず取り付けてから、＊＊
ご使用してください。

図1

図2

ゆるめる

ゆるめる

面板

ネジ
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ミシンの調子が悪いとき9	
どこの調子が悪いのですか？まず次のことを確かめましょう。

現象 原因 処置 参照ページ

ミシンが 

動かない

電源プラグ・フットコントロー��
ラープラグが差し込まれてい
ない

電源プラグ・フットコントロー��
ラープラグをしっかり差し込む 

7
 

布地を 

送らない

押えの圧力が弱すぎる ��

差動送りが布地に合っていない��

押え圧調節ネジを時計の針の方��
向（右回り）へ回し強くする
差動送りを正しくセットする��

8

25

針が折れる

針が曲がっていたり、つぶれて��
いる
針の取り付けかたが悪い��
縫っているときに布を引っ張��
った

新しい針に取りかえる ��

針を正しく取り付ける��
布を引っ張らない ��

12 

12
20 

糸が切れる

糸の通しかたがまちがっている��
糸調子が強すぎる ��

針の取り付けかたが悪い ��

糸を正しく通しなおす��
糸調子ダイヤルの数字を小さく��
する
針をセットしなおす��
新しい針に取りかえる��

13～18
22 

12
12

目とびする

針が曲がっていたり、つぶれて��
いる
針の取り付けかたがまちがって��
いる
糸の通しかたがまちがっている��

新しい針に取りかえる ��

針を正しく取り付ける ��

糸を正しく通しなおす��

12 

12 

13～18

縫い目の 

調子が悪い
糸調子が正しくない�� 糸調子を調節する�� 21～23

縫いじわ 

ができる

針糸調子が強すぎる��
糸の通しかたがまちがっている��
差動送りの調節が合っていない ��

針糸調子を弱くする��
糸を正しく通しなおす��
差動送りダイヤルを0.7～Nにセ��
ットする

22
13～18

25 

確かめてもまだ調子の悪い場合は点検・修理の依頼をしてください。
連絡先は保証書を参照してください。

	分解、改造はしないでください。 
感電・火災や異常動作でケガの原因になります。
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ミシンの保管方法10	

保管するときは、次のことに注意してください。
湿気やホコリの多い場所には置かないでください。 1.	
（故障の原因になります。）
直射日光の当たる場所や熱器具の近くに置かないでください。 2.	
（変色・破損の原因になります。）
不安定な場所に置かないでください。 3.	
（落ちたり、倒れたりすると危険です。）
逆さまや、横倒しに置かないでください。 4.	
（故障の原因になります。）
油煙や湯気の当たる場所に置かないでください。 5.	
（故障の原因となります。）

保管してあるミシンを取り出すときは次のようにしてください。
片手でハンドルを持って、もう片方の手でミシンの底に手を添えてください。1.	

仕様11	

このミシンは日本国内向けの家庭用小型ロックミシンです。仕様及び外観は改良のため予告
なく変更することがありますのでご了承ください。

使用糸本数 4本糸（3本糸）	 ※SL1T-Xは２本糸もできます

使用針本数 2本 (1本）

使用針 HA-1（家庭用ミシン針）11番、14番

2本の針間かく 2㎜

かがり幅 標準5㎜	 ※SL1T-Xは5～6.5㎜

切り幅 4～6㎜	 ※SL1T-Xは5～6.5㎜

縫い目ピッチ 1～4.4㎜

差動比 1：0.7～2

最高回転数 1200rpm

ミシンのサイズ 幅：320㎜　高さ：340㎜
奥行：255㎜（糸掛け棒使用時高さ：550㎜）

ミシンの重さ 7㎏（コントローラーを含む）

定格電圧 交流100V（ボルト）

定格周波数 50/60Hz（ヘルツ）

定格消費電力 105Ｗ（ワット）　（ランプ15Ｗ含む）
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別売り押えのご案内12	

まつり縫い押え（薄地用）

ズボンやスカートの裾をまつるときに使
います。ブロード等薄めの布地に使いま
す。

(0.5 m/m)

まつり縫い押え（厚地用）

ズボンやスカートの裾をまつるときに使
います。デニム、ジャージー等厚めの布
地に使います。

(1.0 m/m)

ゴム付押え

布端にゴムテープ（幅8～10mm）を縫
いつけるときに使います。

パイピング押え

市販のパイピング芯を縫いつけるときに
使います。

ギャザー押え

2枚重ねの布地のうち一方の布地だけ 
ギャザーをつけながら縫い合わせるとき
に使います。

SL1Tはありません。

注：	「SL1T」は押えのホルダーと一体
タイプです。



修理サービスについて

	修理、分解、改造はしない。感電・火災や異常作動によるケガの原因になります。

修理サービスのご相談●●
お買い求めのミシンには、購入店（保証履行者）から1年間の無料修理保証書が発行され1.	
ています。内容をお確かめのうえ大切に保存してください。
無料修理をお受け頂く場合は、保証書が必要になります。保証書に「購入日」「購入店」2.	
の記載がない場合は、「納品書」または「領収書」が必要になります。

修理部品の保有期間●●
交換修理に必要な補修用性能部品は、製造打ち切り後8年間、当社に保有しています。1.	
修理部品に応じて、当社より購入店に供給できるよう体制を整えております。2.	

無料修理保証期間経過後の修理サービス●●
無料保証期間を経過しても、修理部品保有期間中は購入店を通じて有料修理サービスをい1.	
たします。
長期間にわたって使用された場合、アフターサービスに万全を期しましても、新品同様の2.	
性能まで修理できないことがあります。
出張修理は、お受けいたしておりませんので、あらかじめご了承ください。3.	
有料サービスの場合の費用は、技術料・必要部品代・往復の送料の合計金額になります。4.	
修理・不具合に関するお問い合わせは、お買い上げの販売店及び、「お客様相談室」で受5.	
け付けております。

製造販売元：
〒448-8650　愛知県刈谷市朝日町２丁目1番地

お客様相談室	  フリーダイヤル　0120-24-8640
受付時間：平日　8:30～17:30

（土日・年末年始・ゴールデンウィーク・夏季休暇は除く）

679111-1DB10


